
臨床心理学専攻・博士後期課程

教育理念・目標
　人が地域社会において豊かで自立した生活が可能となるためには、人の生活を科学する「生活支援科学」
というコンセプトのもと、支援対象者の「心の領域」を支える心理的支援が重要である。したがって、現
代の心理的問題に対応しうる臨床心理学研究者及び高等教育機関等において専門性の高い臨床心理学的実
践の指導を行える心理臨床家の養成を目的とする。
　

【学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）】
　臨床心理学専攻博士後期課程は、本専攻の教育理念・目標に掲げる、以下に示す能力を身に付け、所定
の単位を修得し、博士論文の審査及び最終試験に合格した者に、博士（臨床心理学）の学位を授与する。
身に付けるべき能力
１．臨床心理学に関する幅広い学識と総合的な判断力を持ち、自らの研究の意義や果たすべき役割を論理

的に考える能力を身に付けている。
２．心理学の分野に貢献する先端的な理論を構築するために、高い倫理性と強固な責任感をもった研究者

として自立して活動する能力を身に付けている。
３．高度な専門的学術知識の修得、心理臨床の事例研究能力、心理臨床実践に関する新しい技法や理論の

開発能力と「心の専門家」の基盤となる深い学識をもって、国内外や地域社会における臨床心理学に関
する課題を自ら見出し、その成果を国内外に発信する能力を身に付けている。

【教育課程編成・運営方針（カリキュラム・ポリシー）】
教育課程編成の方針
　本臨床心理学専攻博士後期課程では、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる３つの能力を修
得させるために次のような教育課程を編成する。
１．博士論文作成における個別指導のための「研究指導科目」と、この分野のさまざまな問題に対して、

より深く研究を掘り下げるための「臨床研究科目」を配置する。
２．博士前期課程での教育・訓練成果を基盤とした上で、臨床心理士、公認心理師の養成・指導にあたる

ことのできる能力をもつ高度な専門的職業人、および社会的要請に応じた実証的研究を遂行しうる臨床
心理学研究者を養成するための、実践的・専門的な科目を配置する。

３．研究者・学生教育指導者を育成するという目標に沿って、博士前期課程の教育研究成果を深化させ、
専門性を特化させるための科目を配置する。

教育課程運営の方針
　上記の教育課程を、カリキュラム体系のなかでどのように養成されるのかを示すため履修モデル等で明
示する。

【入学者選抜方針（アドミッション・ポリシー）】
　本臨床心理学専攻博士後期課程では、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に占める人材育成の目的

に基づき、次のような要件を満たす者を積極的に受け入れたい。
１．心理学における高度な専門的知識を有するだけでなく、心理学の先端的な研究方法と対応スキルをも

ち、実践することができる者。
２．幅広い観点から、心理学研究の発展に寄与するような教育研究に携わることができる者。
３．心理学及び関連領域において幅広く貢献する高度心理専門職業人の育成に資する人材の育成に携わる

ことができるなど教育・研究に携わることを目指している者。
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